




































RMS (root mean squarε〉としてi!l!J定したo 各被験者
のlilごとのボールコントロ…jレ中に灘定された各務
のR五1Sを設大総意1文総持のRMSで徐し、ポールコント
ロール中の筋活動撃をを格対健悦RMS)化した。{絡楽}
熟練若者手と未熟練者群におけるボールコントロール中
の!W怒管筋の%RMSとパフォーマンステストの点数に
は有意な相関関係は認められなかった(r=-O.075、NS)む
しかし、総腹筋、内規!1広務、大総護主筋においては、そ
れぞれの%RMSが低いほどパフォーマンステストの点
数が高いという有意な相槌関係が認められた{それぞ
れr=惜O.624.r=-0.447，r=-0.624 Pく0.05)。また、勝
腹筋、内側立;筋、大総i笈筋の%RMSの合計会億が低いほ
ど、パフォ…マンステストの点数が高いという有意な
相関関係が認められた (t・=-0.718，Pく0.05)0[考察}
論駁脅筋iまポ--iレコントロー )1，a寺の足鵠節菅沼におけ
る主勤務として熟縁者、未熟練者に共i還してパフォ…
マンスに関与するものであると考えられる。一方、未
熟練者は熟練者と比べ、務緩務、内部j広筋、大腿箆筋
の%RMSが多かった。この過剰な筋活動撃はポールコ
ントローjレ時の下紋における円滑な関鋭角度の制御と
関節の路定を妨げる不必婆な筋活動議であり、より正
確なスキルを発揮できない饗磁の一つであると考えら
れる。これに対して、熟練者は必要穀小践の務活動愛
で運動の目的;こ応じたr;g簸角度の叡j梅や関節の慰定を
議事きliしており、必婆な筋が適切に活動することに
よって正確なスキルを導いていると考えられる。
Kcy Word 
パフォ…iマンステスト 綴議関不必要な筋活動
